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研究成果の概要（和文）：本研究では認知症者の食行動の変化について検討するため、異食と意味性認知症の関
連を明らかにし、さらに、異食と脳の萎縮が優位にみられる半球との関連を検討した。最後に、意味性認知症の
意味記憶障害を検討することを目的とした、Food/non-food discrimination testを作成した。本研究の結果、
萎縮がみられる大脳半球の優位半球により出現する食行動異常が異なることが明らかになった。また、特に視覚
性の意味記憶の表象の障害が異食と関連している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：It is well known that various abnormal feeding behaviors such as changes of 
appetite, food preference and pica can be seen in the people with semantic dementia. Although the 
previous studies showed that pica behaviors were associated with cognitive function, the 
relationship between pica and predominance of atrophy is still unknown. In this study, we examined 
the relationship between the laterality of temporal lobe atrophy and the changes of feeding 
behaviors including pica in the people with semantic dementia. As a result, we found that the 
changes of feeding behaviors take on different abnormality depending on the laterality of temporal 
lobe atrophy. The pica might be associated with visual semantic memory in the people with semantic 
dementia.

研究分野：臨床心理学　教育心理学　神経心理学　老年精神医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
異食とは、‘食欲の質的な異常であり、土、
砂、石、草、糞、尿など通常は食欲の対象と
ならないものを摂食する食欲の倒錯’である
とされる。認知症患者における異食について
は、通常、進行期の重篤な認知機能障害や口
唇傾向を背景に起こると考えられている。先
行研究において、アルツハイマー型認知症だ
けでなく、前頭側頭型認知症などの認知症者
においても異食がみられることが報告され
ており、Klüver-Bucy症候群の一つとして俯瞰
される場合もある。しかし、Klüver-Bucy症候
群における口唇傾向（すべての対象物を口で
確認しようとする衝動で、その行動は口の中
へ対象物を入れ、物品を確認する行為と考え
られている）と実際に異物を嚥下する異食と
は本質的に異なると考えられる。また、認知
症患者の異食を原因疾患別に体系的に調べ
た研究は Ikeda et al (2002)以外の報告の他に
は存在しない。 
意味性認知症は、側頭葉の限局性萎縮に伴
い意味記憶が選択的かつ進行性に障害され
る脳変性性疾患に対して冠された概念であ
り、言葉や物の意味が失われることを症状の
中核とし、認知機能障害と無為、常同行動、
脱抑制などの精神症状がみられ、日常生活に
支障をきたすようになる疾患である。 
進行期の認知症患者において食行動の異
常がみられることは少なくないが、意味性認
知症の者においては、他の変性性疾患に比べ
て、比較的早期の段階から異食がみられるこ
とが報告されている(Ikeda et al, 2002)。 
意味性認知症の画像検査所見については、
側頭葉前方部の限局性萎縮が特徴であり、特
に側頭葉極、側頭葉底面に高度の萎縮がみら
れる。内側部では、尾状核、扁桃体、海馬前
方部が萎縮し、その結果、側脳室が開大する。
また、病相の初期においては萎縮が非対称で
あり左右差が顕著にみられることも特徴的
である(Figure 1)。 
これまで、側頭葉の限局性萎縮を示す意味
性認知症について左右の機能分化に関する
系統的な研究報告は限られており、小森ら
(2003)の行った研究において左側優位に萎縮
を示す意味性認知症例と右側優位に萎縮を
示す意味性認知症例の神経心理学的検査が
比較されている。この報告では、左側優位に
萎縮を示す意味性認知症例では、語義失語を
中核とし、呼称、語の理解に関する項目にお
いて成績が低下しており、一方、右側の側頭
葉の萎縮が優位にみられる意味性認知症患
者では、語義失語の程度は比較的軽度である
ものの、相貌の認知障害、物品の認知と使用
障害が顕著であった。このことから、左側側
頭前方部は言語性の記憶表象に、右側側頭葉
前方部は視覚性の記憶表象に深く関係して
いる可能性が示唆されている。 

Cummings & Duchen (1981) は前頭側頭葉
変性症の 5症例について、全ての症例におい
て口唇傾向が認められ、前頭側頭葉変性症で

はアルツハイマー型認知症に比べて、口唇傾
向が早期に見られることを報告している。さ
らに、前頭側頭葉変性症患者の食行動異常に
右側眼窩前頭皮質-島-線条体の萎縮、及び右
側側頭極の萎縮が関与していることが示唆
されている。つまり、アルツハイマー型認知
症などでは認知機能の重篤化や口唇傾向に
より異食が生じると考えられるが、意味性認
知症における食行動異常は物品の視覚的な
意味記憶障害により生じている可能性があ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 1 
左側頭葉底面に高度の萎縮がみられた典型
的な意味性認知症患者の頭部MRI画像 
(57歳、女性、右利き) 

 
２．研究の目的 
認知症患者における異食の発生メカニズ
ムはほとんどわかっておらず、重篤な認知機
能障害によるものと推測されている程度に
とどまっている。しかし、意味性認知症では
病初期から異食がみられる可能性があり、さ
らに異食に寄与すると考えられる萎縮部位
に左右差がみられ、その左右差により症状の
表現型が異なる。 
意味性認知症にはこれらの特徴があるた
め、脳の萎縮が優位な半球ごとに異食の頻度
や食行動を比較し、さらに意味性認知症にお
いて視覚性の意味記憶の表象が異食に与え
る影響を評価するために視覚性の意味記憶
障害を検出する課題を作製することを目的
とした。 

 
３．研究の方法 
 熊本大学医学部附属病院神経精神科の認
知症外来を受診した 35人（男性 18名、平均
年齢 67.6±8.4歳）の意味性認知症の患者を対
象とした。萎縮の優位半球の評価には精神科
医が脳機能画像検査に基づき判定した。 
意味性認知症の診断には前頭側頭葉変性
症の国際診断基準(Neary et al, 1998)を用いた。
認 知 症 の 評 価 に は Mini-Mental State 
Examinationや Clinical Dementia Ratingを用い、
脳機能画像検査にはMRIと IMP-SPECTを用
いた。食行動の評価は Ikeda et al (2002)と
Shinagawa et al (2009)の先行研究に用いられ
たている Swallowing / Appetite / Eating Habits 



questionnaire（食行動評価尺度）を使用した。
この食行動評価尺度では嚥下、食欲、嗜好、
食習慣、関連行動の 5 つの領域に関する 40
の質問項目について、認知症者の主たる介護
者から聞き取りを行い食行動の変化を評価
した。 
 さらに、本研究では視覚性の表象と異食の
関連を調べるために 11 人の意味性認知症患
者（右側優位萎縮 4例、左側優位萎縮 7例）
と 2人のアルツハイマー型認知症患者を対象
に、Food/non-food discrimination testを作成し
（Figure 1）、実施した。この検査では、被験
者に 20 品目の物品を視覚的に提示し、食べ
られるものであるかどうかを尋ね、正答率
（食物、非食物を正しく同定できた割合）、
食物同定率（食物を正しく食物と同定できた
割合）、非食物同定率（非食物を非食物と同
定できた割合）、積極的誤反応率（非食物を
食物と同定した割合）を求めた。 
 Food/non-food discrimination testには、かり
んとう、墨汁、テッシュペーパー、いきなり
団子（饅頭）、カステラ、乾燥剤、ジュース･
ファンタ、かきのたね、スライスチーズ、湿
布、アメ、石鹸、ビー玉、醤油、シャンプー、
瓶ビール、味のり、化粧水、スポンジ、乾電
池を用い、それぞれ一つずつ被験者に提示し、
「これは食べられますか？手にとったりは
しないで、見ただけで答えてください」と教
示した。 
 その際、「わからない」という回答は誤答
とみなした。また、他のモダリティによる想
起を防ぐため視覚情報のみ提示し、触ること
や香りを嗅ぐことはさせないこととした。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 2 Food/non-food discrimination testの一
例 
 
４．研究成果 

 本研究の結果から萎縮がみられる半球の
優位性により出現する食行動異常が異なる
ことが明らかになった。左側優位に委縮がみ
られる場合に調味料を多く加えるなどの食
行動の変化がみられたが、特に右半球に優位
に委縮がみられる意味性認知症の患者に顕
著に多くの食行動の変化がみられることが
明らかになった。 
 さらに、左側優位に委縮がみられる SD に
おいて異食はみられなかったが、右側優位に
委縮がみられる SDでは、MMSEの得点が高
いにもかかわらず（MMSE = 20.0 vs 11.5）、2
名の患者に非食物を口に入れるという異食
行動がみられた。また、この 2例では、非食
物同定率（非食物を非食物と回答することが
できた割合）がその他の被験者よりも低く、
積極的誤反応率（非食物を食物と回答した割
合）も高かった。このことから、視覚性の意
味記憶の表象の障害が異食と関連している
ことが示唆された。 
認知症の原因疾患が意味性認知症以外の
疾患であり、その認知症患者に異食がみられ
る場合、多くの症例において認知機能の障害
が進行しており、異食における意味記憶の役
割を調べることは不可能である。また、意味
性認知症では比較的病初期から異食がみら
れることがあり、さらに萎縮部位の左右によ
り症状の表現型が異なるという特徴がある。 
本研究では、意味性認知症の患者、特に右
側優位に委縮がみられる症例において異食
がより多くみられることが明らかになった。
さらに、意味性認知症の中でも脳の萎縮が優
位にみられる半球により、生じる食行動異常
が異なる可能性が明らかになった。
Food/non-food discrimination testの結果、異食
がみられた右側優位に委縮がみられる意味
性認知症者では、非食物同定率が低く、積極
的誤反応率が高かったことから、視覚性の意
味記憶障害が意味性認知症者の異食に関わ
っていることが示唆された。 
これらの結果は、意味性認知症における異
食の神経基盤を解明する一助となるとなる
ものと期待される。 
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